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ナサン・クレーリーの Techniques of the Observerを翻訳しようとし（平凡社
から私の訳で出るはずだったのですが、翻訳権を仲介する業者によって競
売にかけられ、他の出版社・訳者のところへ行ってしまい）、ハル・フォスター
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